散発下痢症患者由来のフルオロキノロン耐性大腸菌O25の  各性状

　　　　　　　      福井県衛生環境研究センター　○石畒　史、山崎史子、村岡道夫
　散発下痢症患者由来のフルオロキノロン（FQ）系薬剤耐性大腸菌については、平成17年度の当部会で血清型O153の薬剤感受性およびキノロン耐性決定領域における変異などを報告した。今回は血清型O25について、薬剤感受性、経年別の検出頻度、gyrAおよびparC遺伝子のキノロン耐性決定領域における変異などを報告する。

　1998年～2007年の福井県の散発下痢症患者由来大腸菌O25 143株について、KB法で12剤の薬剤感受性を調べた。3～6剤に耐性を示す43株中29株、および7～10剤に耐性を示す14株中13株の計42株（29.4％）がFQ系薬剤耐性菌であった。FQ耐性菌をH血清型別にみると、H4では49株中32株（65.3％）、H5では9株中7株（77.8％）、H6では6株中1株（16.7％）およびHNMでは40株中2株（5.0％）検出され、その他のH血清型39株では検出されなかった。年別にみると2002年に13株中2株（15.4％）検出されて以来、2003年～2006年までの年毎の検出率は23～42％であったが、2007年は23株中12株（52.2％）検出された。
　パルスフィールドゲル電気泳動（PFGE）は、O25：H4のFQ耐性の32株および感受性株の10株について実施した。FQ耐性の15株が同一クラスター（類似度が88％以上）に入り、そのうち8株が2007年検出株であった。全体的にみるとFQ耐性株は比較的高い類似度を示すのに対し、感受性株のそれは低い傾向を示した。
　QRDR変異によるアミノ酸置換は、置換のパターンにより44株（CPFXが中間の感受性の2株を含む）を4 typesに分類した。

　type 1  （1株）変異なし

　type 2  （1株）GyrA（S83L） 　　　  ParC      （E84G）
  type 3-1 (2株）GyrA（S83L） 　　　  ParC（S80I＆E84V）
type 3-2 (1株）GyrA（S83L＆D87N）　 ParC      （E84G）

  type 4 （39株）GyrA（S83L＆D87N）　 ParC（S80I＆E84V）

以上のように、散発下痢症患者由来の大腸菌O25：H4は、近年FQ系薬剤に耐性を示す傾向が強くみられ、今後の動向に注意する必要があると思われた。また、O153のQRDR変異におけるアミノ酸置換ではparC遺伝子の84位の主な変異がGluからGly（E84G）であるのに対し、O25ではGluからVal（E84V）であったことは興味深い。
